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(57)【要約】
　少なくとも溶融させるための金属材料を貯蔵ゾーン（
１３）に積み上げるステップと、積み込み手段（１９－
２２）によって前記貯蔵ゾーン（１３）から供給手段（
１２）へ前記金属材料を取り上げ積み込むステップと、
前記供給手段（１２）が前記材料を溶融炉（１４）に向
かって供給する供給ステップと、からなる溶融炉（１４
）内の金属チャージ管理方法。積み上げステップは、金
属材料（２３－３０）の異なる種類のそれぞれが積み上
げられる複数の分化された領域（３３－４０）に前記貯
蔵ゾーン（１３）を分割する。そして取り上げ積み込み
ステップの間、処理装置（５０）が、所望の手順と量に
従って前記分化された領域（３３－４０）から数種類の
材料（２３－３０）を取り上げ前記供給手段（１２）に
積み込む前記積み込み手段（１２）の動作を制御し、命
令を出す。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも低値スクラップと、より大きな値のスクラップと、鋳鉄又は他のスラブから
なる複数の異なる種類の金属材料を貯蔵ゾーン（１３）に積み上げるステップと、積み込
み手段（１９－２２）によって前記貯蔵ゾーン（１３）から供給手段（１２）へ前記金属
材料を取り上げ積み込むステップと、前記供給手段（１２）が前記材料を溶融炉（１４）
に荷下ろしする供給ステップと、から少なくともなる溶融炉（１４）内の金属チャージ（
１１）の管理方法であって、
　前記積み上げステップで、積み上げられた金属性の各種材料（２３－３０）のそれぞれ
が積み上げられる複数の異なる分化された領域（３３－４０）に前記貯蔵ゾーン（１３）
を分割し、
　前記分化された領域（３３－４０）は同種の特徴を有する金属材料を含むようにそこに
積み上げられる金属性の各種材料（２３－３０）に応じて体系化され、
　少なくとも異なる特定の積み込み手段（１９－２２）が前記分化された領域（３３－４
０）のそれぞれと関連付けられ、
　得るべき製品の最終冶金学的特性と関連して、そして溶融プロセスを始めるために必要
なエネルギー消費の最適化に関連して、前記取り上げ積み込みステップの間、処理装置（
５０）が、前記分化された領域（３３－４０）の少なくとも１つから選択された各種材料
（２３－３０）を取り上げ前記供給手段（１２）に積み込む１つ以上の前記特定の積み込
み手段（１９－２２）の動作を制御し、命令を出すことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記分化された領域（３３－４０）の幾つかに少なくとも存在する各種材料（２３－３
０）の量及び／又は体積プロファイルを検出するステップを備えたことを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記処理装置（５０）が前記供給手段（１２）と前記積み込み手段（１９－２２）の機
能と相互作用して、前記溶融プロセスの進捗状況に応じた必要な機能を実行することを特
徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記取り上げ積み込むステップの間、前記処理装置（５０）がガントリー（１５－１８
）とクレーン（１９－２２）と前記各種材料（２３－３０）の取り上げ装置（４１，４２
）の動作を連携させることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記取り上げ積み込むステップの間、前記処理装置（５０）が前記ガントリー（１５－
１８）と前記クレーン（１９－２２）と前記取り上げ装置（４１，４２）の動作の法則を
決定することを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　センサ（４３）が前記ガントリー（１５－１８）と前記クレーン（１９－２２）と前記
取り上げ装置（４１，４２）の少なくとも１つと連携して、その都度前記取り上げ装置（
４１，４２）が取り上げる金属材料の量を決定することを特徴とする請求項４又は５に記
載の方法。
【請求項７】
　溶融炉（１４）内の金属チャージ（１１）の管理装置であって、
　少なくとも低値スクラップと、より大きな値のスクラップと、鋳鉄又は他のスラブから
なる複数の異なる種類の金属材料を積み上げる貯蔵ゾーン（１３）と、
　前記材料を前記貯蔵ゾーン（１３）から取り上げて供給手段（１２）に積み込む積み込
み手段（１９－２２）と、を備え、
　前記供給手段（１２）は前記金属材料を前記溶融炉（１４）に荷下ろしし、
　前記貯蔵ゾーン（１３）は複数の異なる分化された領域（３３－４０）に分けられ、そ
れぞれの領域は異なる各種材料（２３－３０）を収容するのに適しており、前記異なる領
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域のそれぞれは積み上げられた金属各種材料に応じたコードを有し、同質の金属材料を収
容し、
　前記分化された領域（３３－４０）のそれぞれに少なくとも固有の区別される前記積み
込み手段（１９－２２）が関連付けられ、
　前記管理装置はさらに、得るべき製品の最終冶金学的特性と関連して、そして溶融プロ
セスを始めるために必要なエネルギー消費の最適化に関連して、前記分化された領域（３
３－４０）の少なくとも１つから各種材料（２３－３０）を取り上げるために１つ以上の
前記積み込み手段（１９－２２）の動作を制御し、命令を出す処理装置（５０）も備えて
いることを特徴とする装置。
【請求項８】
　少なくとも前記分化された領域（３３－４０）の幾つかに存在する前記異なる各種材料
（２３－３０）の少なくとも量及び／又は体積プロファイルを検出する検出装置（５５）
を備えていることを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記検出装置（５５）が、レーザーブラシセンサ、カメラセンサ、X線センサからなる
グループから選択されることを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記積み込み手段（１９－２２）の動きや位置を制御する接近装置（４５）が前記積み
込み手段（１９－２２）の少なくとも幾つか及び前記処理装置（５０）と関連付けられて
いることを特徴とする請求項7ないし９のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記処理装置（５０）が、それぞれ前記供給手段（１２）と前記溶融炉（１４）とに命
令し制御する第一プロセッサ（５１）と第二プロセッサ（５２）の少なくとも１つに接続
されていることを特徴とする請求項７ないし１０のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記積み込み手段（１９－２２）が、少なくともガントリー（１５－１８）とクレーン
（１９－２２）と前記各種材料（２３－３０）の取り上げ装置（４１，４２）を備えてい
ることを特徴とする請求項７ないし１１のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記取り上げ装置（４１，４２）で取り上げられた材料の量を検出するセンサ（４３）
が前記ガントリー（１５－１８）と前記クレーン（１９－２２）と前記取り上げ装置（４
１，４２）の少なくとも１つと関連付けられていることを特徴とする請求項１２に記載の
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば電気アークタイプの溶融炉に導入される金属チャージの管理方法と、
対応する金属材料の積み込み装置に関する。
【０００２】
　金属チャージは、主に鋼鉄の所望の最終組成を得るために選択された金属材料にその都
度補充される未分化スクラップからなる。
【０００３】
　本発明は、有利には、炉自身に形成された特定の開口部を通して炉に導入されるチャー
ジの管理に関する。
【背景技術】
【０００４】
　タッピング（ｔａｐｐｉｎｇ）の後、残存する可能性のある液状ヒール（ｈｅｅｌ）と
関連して、炉に金属チャージを導入する手順が、溶融する材料を導入するための革新的な
ステップからなるシーケンスを提供することが知られており、このシーケンスはほとんど
の場合、作業者の責任によって実行され命令される。
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【０００５】
　従って、例えば鋳鉄のスラブを最初に、次に他の種類のスクラップと混合した低付加価
値のスクラップを、次により高い付加価値のスクラップを、最後に鋳鉄スラブの別の一式
を、次々と導入するように、作業者はその都度命令することができる。
【０００６】
　導入される各種材料は、得るべき鋼鉄の種類に依存し、材料が導入されるシーケンスは
、実行される溶融プロセスによって決定される。
【０００７】
　炉には連続したスクラップコンベアを用いて積み込まれることも知られており、このコ
ンベアは炉の屋根又はパネルに形成された特定の穴と連携している。
【０００８】
　溶融プロセスの間、この穴は閉じることもできるし、開けておくこともでき、そして炉
から出る蒸気は待機状態又は搬送ステップにあるスクラップの上及び／又は間を流れるこ
とができることも知られている。このように、蒸気は精製され、同時にスクラップは加熱
される。
【０００９】
　スクラップがコンベアベルト又は振動コンベアで搬送される場合、これらコンベアは通
常、電気アーク炉から少なくとも倉庫まで延在し、通常タイプ及び／又は寸法によって異
なる２つのコンベアに、スクラップの山が積まれる。
【００１０】
　通常、1つの倉庫につき2本のクレーンが、所望のシーケンスと量のスクラップを積み込
むための連続的な搬送機として働く。
【００１１】
　所望の種類とシーケンスに従って、専門スタッフがクレーンを制御し命令して、材料を
取り上げ積み上げる。
【００１２】
　連続的な搬送機の場合に、搬送機に積まれるチャージは、一定の容積を超えてはいけな
いし、1つのチャージと他のチャージとの間に自由な空間を残してはいけないことが知ら
れている。
【００１３】
　この容積は、炉の積み込み穴又は積み込み口の特徴を示している。
【００１４】
　チャージの連続性は、省エネルギーと積み込み時間に対して有利である。
【００１５】
　クレーンは通常磁石又はタコ足グラブ（ｏｃｔｏｐｕｓ　ｇｒａｂｓ）で山からチャー
ジ材料を取り上げ、次に搬送機に積み込むことも知られている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　技術水準において既知の炉に積み込むための解法に関連して、本発明の1つの目的は、
連続的な搬送機で搬送されるチャージの連続性の制御である。
【００１７】
　溶融プロセスの最後に、所望の特性の金属製品を得るために、チャージの組成を制御す
ることも関連した目的である。
【００１８】
　各種チャージのために用いられる特定の材料を積み上げるために用いられる領域を制御
し管理することも関連した目的である。
【００１９】
　所定の制御された作業計画に従ってすべてを連動させ管理することが、派生した目的で
ある。



(5) JP 2015-509145 A 2015.3.26

10

20

30

40

50

【００２０】
　クレーンや連続搬送機への制御や命令への専門スタッフの介在を制限し、できれば除外
するような溶融炉内の金属チャージの管理方法を完成させることも、本発明の目的である
。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記主な目的と長所は、独立請求項に係る炉内のチャージの管理方法と、対応する積み
込み装置によって得られる。従属請求項は、本発明の他の特徴を記載する。
【００２２】
　本発明によれば、例えば倉庫の一部のような、１つ以上の貯蔵ゾーンが、互いに異なる
様々なチャージ材料を貯蔵するためにそれぞれ指定されている。各貯蔵ゾーンは、分化さ
れた領域に分けられて、その分化された領域のそれぞれは順番にそこに置かれるべき各種
材料に応じてコード化される。
【００２３】
　これ以降、明細書及び請求項で、「各種材料」（ｔｙｐｅ　ｏｆ　ｍａｔｅｒｉａｌ）
とは、例えば金属材料の由来（ｏｒｉｇｉｎ）、その組成、存在する不純物又は汚染物質
のレベルによって決定された同質の特徴を意味する。例えば、金属材料は低値スクラップ
と、より大きな値のスクラップと、鋳鉄又は他のスラブで構成されている。
【００２４】
　変形例によれば、少なくとも主分化領域は、連続的に又は周期的にその領域に存在する
材料の体積及び／又は配置を制御する検出装置によって援助される。特に、この検出装置
は分化された領域に堆積された金属材料の山の体積プロファイルを検出するのに適してお
り、そのデータは、例えばチャージを持ち上げるように命令したり、障害物を迂回したり
することによって、積み込み手段と金属材料の間の衝突を防ぐことのできる処理装置に送
られる。
【００２５】
　従って、存在する材料の量を常時モニターすることができ、必要に応じて補充すること
ができる。
【００２６】
　積み込み装置が特定のメモリを備えたデータ処理装置を有し、このデータ処理装置は最
も広く用いられる材料に関する少なくとも特定の分化した堆積領域を制御し管理して、溶
融プロセスの進捗と関連する必要な機能を実行することは、本発明の範囲内である。
【００２７】
　積み込み装置が、例えばガントリー、クレーン、それにタコ足グラブ、磁石又は他の同
様の手段のような取り上げ装置といった複数の積み込み手段を有し、又は例えば金属材料
を溶融炉に向かって搬送するコンベアのような供給手段に金属材料を積み込むための同様
な機能を実行するものを有することは、本発明の範囲内である。
【００２８】
　他の実施例では、供給手段は、確定したシーケンスで金属材料が積み込まれ、続けて溶
融炉に積み降ろされるバスケット又は他の同様なコンテナを有している。
【００２９】
　少なくとも１つの倉庫に存在する積み込み手段の機能は、最終製品を得るために準備さ
れるべき特定のチャージに応じて、データ処理装置によって直接管理され制御される。
【００３０】
　本発明の別の変形例によれば、処理装置は移動回数を減らすために積み込み手段の移動
軌跡を最適化する。
【００３１】
　積み込み手段の最適化された軌跡は、例えば分化された領域に存在する材料の山に対す
る影響を避けることができ、存在する可能性のある装置や他の障害物に対する影響を避け
ることができる。また、距離を短くし、材料を取り上げるための分化された領域からの経
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路を、距離の短縮と堆積空間に接続された管理に必要なものに応じて特定することができ
る。
【００３２】
　また別の実施例では、処理装置は、移動手段の駆動部材をスタートさせるために駆動部
材に割り当てられた速度プロファイル又は加速動作のような動作法則も決定し、搬送され
る吊り下げられた荷物の振動を防ぐために、ブレーキのステップを決定する。
【００３３】
　本発明の一実施例によれば、その都度分化された領域から取り上げられる材料の量、例
えば容量や重さを検出するセンサが、積み込み手段と関連付けられている。
【００３４】
　このように、溶融炉に供給される材料のそれぞれの種類の量を正確に求めることができ
る。
【００３５】
　センサによって検出されたデータは、処理装置によって適切に処理される。
【００３６】
　本発明の変形例によれば、ガントリーには、他のガントリーに向かったり、倉庫の構造
体やチャージ収容手段に向かって動作する接近装置が設けられて、瞬時にそれらの位置を
求めて他のガントリーとの干渉問題を防いだり、又は搬送終了状態を求める。
【００３７】
　本発明の変形例では、積み込み装置のデータ処理装置は、直接、双方向で、１つのサイ
クルの開始とそれに続くサイクルの開始の間の時間範囲における金属チャージの溶融プロ
セスを管理し制御するもう一つのデータ処理装置と相互に作用する。
【００３８】
　上記他の処理装置は、それぞれ溶融炉とコンベアの機能を制御し管理する第一プロセッ
サと第二プロセッサを備えている。
【００３９】
　従って、本発明に係る方法を用いれば、溶融プロセスと得るべき金属製品の最終特性を
、逐一、再現可能に制御し管理することができる。
【００４０】
　また、この場合、適切な態様で材料の移動と積み込みを実行するために専門スタッフの
介在はもはや必要ではない。
【００４１】
　本発明が情報のフィードバックを提供し、積み込み装置のデータ処理装置が個別のデー
タベースに記憶させ更新して、エラー等を識別できることも指摘されなければならない。
【００４２】
　本発明のこれら及び他の特徴は、添付した図面を参照して非限定的な例を与える実施例
の一形態の以下の記載から明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】図１は本発明に係る金属材料を溶融炉に積み込む装置の概略正面図である。
【図２】図２は図１の装置の概略平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　添付図面を参照して、本発明に係る金属材料を積み込むための装置は、参照符号１０で
示され、供給手段、この場合は順番に溶融炉、この場合は電気アーク炉１４へ供給する連
続的なコンベア１２への金属チャージの積み込みを管理し制御する。
【００４５】
　別の実施例では、供給手段は例えばバスケットのようなスクラップを収容する収容部材
からなり、それらは続けて電気炉１４に積み下ろされる金属材料で満たされている。
【００４６】
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　本発明に係る積み込み装置１０は、金属材料を貯蔵ゾーン、この場合倉庫１３から取り
上げて、コンベア１２で利用できるようにする複数の積み込み手段を備えている。
【００４７】
　この場合、供給手段は、倉庫１３の２つのコンパートメントで動作し、それぞれクレー
ン１９、２０、２１、２２が取付けられた４つのガントリー１５、１６、１７、１８から
なる。
【００４８】
　倉庫１３の２つのコンパートメントには、スクラップ又はチャージ材料の複数の山が置
かれている。これらスクラップの山は、それぞれ明確な各種材料からなり、参照符号２３
、２４、２５、２６で示されている。各種材料２３－３０は、それぞれ分化された領域３
３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０に置かれており、各分化された領域３３
－４０が各種材料２３－３０の１つずつに対応している。
【００４９】
　分化された領域３３－４０は、ガントリー１５－１８の操縦空間の内側に設けられてい
る。
【００５０】
　クレーン１９－２２は、実行すべき機能及び取り上げるべき各種材料２３－３０に従っ
て、タコ足グラブ４１又は磁石４２又はその両方を備えている。
【００５１】
　ガントリー１５－１８は、従来通り長手方向ガイド４４上をスライドするように取付け
られている。
【００５２】
　より具体的には、クレーン１９－２２はコンベア１２と関連付けられた積み込みホッパ
ー４６を通してコンベア１２に各種材料２３－３０を荷下ろしする。
【００５３】
　ガントリー１５－１８とクレーン１９－２２の両方が、ガイド４４の端部や他のガント
リーのような障害物の接近を検出可能な接近装置４５を備えている。
【００５４】
　積み込み装置１０は、ガントリー１５－１８、クレーン１９－２２、タコ足グラブ４１
、及び磁石４２の駆動部材を制御し命令する処理装置５０を備えている。
【００５５】
　幾つかの実施例では、タコ足グラブ４１と磁石４２は、取り上げる金属材料の量及び／
又は重さを検出するのに適したセンサ４３も備えている。この場合、センサは処理装置５
０に信号を送って、コンベア１２に積み込まれた量の制御をする。
【００５６】
　処理装置５０は、接近装置４５からの信号も受信して、駆動部材の異なる動きや動作を
制御し管理する。
【００５７】
　処理装置５０は、それぞれコンベア１２と電気炉１４の動作／プロセスを制御し調整す
る第一プロセッサ５１及び第二プロセッサ５２とも相互作用する。
【００５８】
　このように、処理装置５０はガントリー１５－１８、クレーン１９－２２、タコ足グラ
ブ４１、及び磁石４２の動作と、溶融プロセスの要求によって決定される電気炉１４とコ
ンベア１２の状態に関しても、制御と命令をすることができる。
【００５９】
　本発明によれば、処理装置５０は各分化された領域３３－４０に存在する材料の量を検
出する検出装置５５も備えている。
【００６０】
　具体的には、検出装置５５は各種材料２３－３０が分化された領域３３－４０から取り
上げられた後に残った材料の量を連続的に又は一定の間隔で検出する。
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【００６１】
　検出装置５５は、各分化された領域３３－４０に存在する材料の量を求めるだけでなく
、それらの地面からの高さも検出する。
【００６２】
　この分化された領域３３－４０に存在する金属材料の山の高さの検出は、ガントリー１
５－１８とクレーン１９－２２の移動を最適化して、タコ足グラブ４１と磁石４２が山に
ぶつかるのを防ぐ。
【００６３】
　本発明の別の実施例によれば、図１に示すように倉庫１３の固定された部分に割り当て
られる代わりに、検出装置５５は直接ガントリー１５－１８に位置付けられる。この場合
、ガントリー１５－１８の移動中、検出装置５５は量と体積プロファイル、即ち分化され
た領域３３－４０に存在する材料の山の高さを検出する。これにより、必要な操作のため
に倉庫１３に存在すべき検出装置の数を減らすことができる。
【００６４】
　検出装置５５によって提供される情報に応じて、処理装置５０はオペレーターに存在す
る金属材料の量に関する情報を供給し、必要と思われる量を補充する。
【００６５】
　例えば、検出装置５５はレーザーブラシセンサ、カメラセンサ、Ｘ線センサ、又は同等
のもので構成される。
【００６６】
　電気炉１４は偏心した投げ込み穴を有し、その穴は１つ以上のジャッキ６０によって移
動する。電気炉１４は金属チャージを導入するための導入口６１を有し、それは少なくと
も部分的にかつ選択的に閉鎖手段６２によって閉じることができる。
【００６７】
　金属チャージはコンベア１２によって導入口６１に向かって送られ、格納式延長部分６
３によって閉鎖手段６２とは干渉しないで電気炉１４に荷下ろしされる。
【００６８】
　ここに示した例では、有利にはコンベア１２は振動タイプで、電気炉１４の蒸気での金
属チャージ１１の予備加熱を可能にするカバー６４を有している。
【００６９】
　電気炉１４内の金属チャージ１１の管理方法は、少なくともコンベア１２に積み込むス
テップと、分化された領域３３－４０に存在する金属材料の量を検出するステップを備え
ている。
【００７０】
　積み込みステップは複数のサブステップを提供し、それらサブステップの間に、処理装
置５０によって供給される情報に基づいて、１つ以上のクレーン１９－２２が適切に移動
して、所望の分化された領域３３－４０の１つから求められた各種材料２３－３０の１つ
を取り上げる。
【００７１】
　得るべき製品の最終冶金学的特性と関連し、溶融プロセスを開始するために必要なエネ
ルギー消費の最適化と関連して、各種材料２３－３０が取り上げられ、続けてコンベア１
２に積み込まれる。
【００７２】
　ガントリー１５－１８、クレーン１９－２２、タコ足グラブ４１、及び磁石４２の移動
軌跡は処理装置５０によって適切に最適化されて、それらが例えばコンベア１２、ホッパ
ー４６、又は金蔵材料の山のような固定部分と衝突することを防ぐ。この操作は、積み込
み手段の移動時間の削減も可能にして、その結果プラントの効率を向上させる。
【００７３】
　また、処理装置５０は、ガントリー１５－１８、クレーン１９－２２、タコ足グラブ４
１、及び磁石４２に関連付けられた駆動部材に付与される運動法則を規定することができ
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始動時と制動時に積み込み手段に付与される速度と加速度の変化の法則を規定することが
できる。速度と加速度の変化の法則は学習することもできて、搬送される吊り下げられた
貨物の存在の影響によるタコ足グラブ４１及び／又は磁石４２の振動を防ぐことができる
。これは、金属材料のホッパー４６への積み込み作業のスピードアップを可能にする。
【００７４】
　上記のように軌跡を最適化し、速度と加速度の変化の法則を規定するために、処理装置
５０はセンサ４３から、及び接近装置４５と検出装置５５からの両方からの信号を受け取
る。
【００７５】
　ガントリー１５－１８は、金属チャージ１１をコンベア１２の内側に均等に分配できる
ように、連続的に適切に移動させられる。
【００７６】
　第二プロセッサ５２は電気炉１４内の金属材料の溶融と鋳造プロセスの進捗状況に関し
て、処理装置５０に指示を与える。
【００７７】
　溶融及び／又は鋳造の間、処理装置５０はクレーン１９－２２の移動を命令して、クレ
ーン１９－２２は各種材料２３－３０をコンベア１２のホッパー４６に荷下ろしする。
【００７８】
　第一プロセッサ５１は金属チャージをコンベア１２の前方に供給し、続けて電気炉１４
内に荷下ろしされる。
【００７９】
　金属チャージ１１の供給は、後者（ｔｈｅ ｌａｔｔｅｒ）のコンベア１２の内側での
均等かつ均一な分配を可能にする。
【００８０】
　この目的のために、処理装置５０と第一プロセッサ５１と第二プロセッサ５２との間の
相互作用は不可欠である。
【００８１】
　本発明の分野と範囲から逸脱することなく、前述のように積み込み装置１０に部品の変
形及び／又は追加を行えることは明らかである。



(10) JP 2015-509145 A 2015.3.26

【図１】 【図２】



(11) JP 2015-509145 A 2015.3.26

10

20

30

40

【国際調査報告】



(12) JP 2015-509145 A 2015.3.26

10

20

30

40



(13) JP 2015-509145 A 2015.3.26

10

20

30

40



(14) JP 2015-509145 A 2015.3.26

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,
BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,H
U,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,
US,UZ,VC

(74)代理人  100110733
            弁理士　鳥野　正司
(72)発明者  デラ　ヴェドヴァ、フェルッチオ
            イタリア共和国　イ－３３０５０　ポッツオーロ・デル・フリウーリ、ヴィア　リグナーノ、２
(72)発明者  チアーニ、ロレンツォ
            イタリア共和国　イ－３３１００　ウディネ、ヴィア　カデル、１７
Ｆターム(参考) 4K014 CD13 
　　　　 　　  4K055 AA03  BA03 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

